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【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  37/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/08     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ   3/40     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/18     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/63     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   37/02     ３０１Ｃ
   Ｂ０１Ｊ   37/08     　　　　
   Ｃ０１Ｂ    3/40     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   37/18     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   23/56     ３０１Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月5日(2015.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水蒸気改質プロセスでの使用に適した触媒を調製する方法であって、
（ｉ）Ｎｉ、Ｃｕ、Ｐｔ、Ｐｄ、Ｒｈ、Ｒｕ及びＡｕからなる群より選択される１または
複数の触媒金属を含む微粒子触媒化合物含有スラリーをパンコーター内で成形支持体表面
に噴霧し、該触媒金属を表面層内に有する被覆成形支持材を形成する工程と、
（ｉｉ）該被覆成形支持材を乾燥させ任意で焼成し触媒前駆体を形成する工程と、
（ｉｉｉ）該触媒前駆体の金属を低級酸化状態に任意で還元し触媒を形成する工程
を含み、ここで、スラリーの固体含有量が１～６０重量％の範囲である、方法。
【請求項２】
　該微粒子触媒化合物の該触媒金属が、Ｎｉを任意でＰｔ、Ｐｄ、Ｒｈ、Ｒｕ及びＡｕの
１又は複数と共に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　該微粒子触媒化合物の該触媒金属が、Ｐｔを任意で一又は複数のＰｄ、Ｒｈ、Ｒｕ及び
Ａｕと共に含み、好ましくはＰｔをＲｈと共に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　該微粒子触媒化合物の該触媒金属がＲｈからなる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　該微粒子触媒化合物が、触媒活性金属の酸化物、水酸化物又は炭酸塩を含む、請求項１
から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　該微粒子触媒化合物が、微粒子触媒支持材の表面に分散したＮｉ、Ｃｕ、Ｐｔ、Ｐｄ、
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Ｒｈ、Ｒｕ及びＡｕからなる群より選択される１または複数の金属を含む、請求項１から
５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　該微粒子触媒支持材が、アルミナ、チタニア若しくはジルコニア、酸化亜鉛、ランタナ
、マグネシア、セリア、アルミン酸金属及びこれらの混合物からなる群より選択される、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　微粒子触媒支持材が、アルミナ及び／又は安定化ジルコニアを含む、請求項６又は請求
項７に記載の方法。
【請求項９】
　１または複数の中間層が該成形支持体と該触媒表面層の間に適用される、請求項１から
８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　該成形支持体が、成形品、ペレット又は顆粒を含む、請求項１から９のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１１】
　成形支持体が、１ｍｍから５０ｍｍの長さと１ｍｍから２５ｍｍの断面幅又は径を有す
る、請求項１から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　該成形支持体が、アルミナ、セリア、マグネシア、チタニア若しくはジルコニア、アル
ミン酸カルシウム若しくはアルミン酸マグネシウム及びこれらの混合物からなる群より選
択される支持酸化物を含む耐火酸化物である、請求項１から１１のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１３】
　該成形支持体が、アルミン酸カルシウム若しくはアルミン酸マグネシウム又はアルファ
アルミナである、請求項１から１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　該支持体が３０～６０℃の範囲の温度で被覆される、請求項１から１３のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１５】
　乾燥材料中の触媒活性金属を含有する層の厚みが、５から２５０μｍの範囲である、請
求項１から１４のいずれか一項に記載の方法。


	header
	written-amendment

